













































































































































































































を み れ ば，1965年517米 ド ル，1975年2490米 ド ル，1985年7002米 ド ル，


























































































































































































1970 1980 1990 2000 2010 2020
総人口 シンガポール国民 外国人永住者 外国人居住者 
（出所）Singapore Department of Statistics, SingStat Table Builder より筆者作成。
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もっとも，外国人労働力が拡大する裏では，社会全体に大きな問題が生じつつ
あった。外国人の受入れは，21世紀に入ると，従来の単純労働力にとどまらず，
次第に競争力強化のために，ホワイトカラー層や高技能・専門知識の職業分野に
までに拡大した。さらに政府は，高いスキルやポテンシャルをもつ外国人に永住
権や国籍を与えて「国民」として取り込むことで，質の高い人口拡大が可能にな
ると考え，これを推進した。たとえば，1980年には8万7800人であった永住権
保有者は，1990年11万2100人，2000年28万7500人，2010年54万1000人と，
やはり大きく増加している。このため，本来の「シンガポール人」（Singaporean）
とのあいだで競合が発生し，その就業機会を脅かすことになった。
また，経済成長のために流入を促した外国からの投資移民の資金は，各種の事
業だけでなく不動産市場にも投機的に流入し，彼らが投資可能な中高級民間住宅
の価格上昇をもたらした。加えて，永住権保有者の増加という背景も相まって，
公営住宅でも連鎖的な価格上昇が続いたことで，国民の住宅取得難が発生して
いった。このほかにも当初想定を超えた急速な人口増加から，交通システムなど
公共インフラの逼迫，永続的かつ高い物価上昇などが引き起こされ，この影響が
国民の大部分を占める中低所得層の不満を惹起することになった。
さらに問題となったのは，外国人や永住権保有者の増加が，彼らへの偏見や不
寛容，敵意の増幅といった，社会問題に発展したことであった。たとえば，中国
大陸からの外国人労働者をみれば，彼らが集団で固まって居住し，英語ではなく
普通話（マンダリン）や中国系諸方言で会話し，シンガポールのマナーやルール
を遵守しないなど，社会に融和しない傾向がSNSなどで問題視され，批判が拡散
していった。この排外主義的な傾向が，リー・クアンユーが建国以来，多民族・
多宗教の社会を統合して国民国家を形成する上で，人々に刷りこんできた「シン
ガポール人」という人工的なアイデンティティの裏返しであるならば，それは皮
肉な事象であった。
以上のように，外国人増加，雇用，住宅，物価などの諸問題が連鎖し，社会の
不均衡や矛盾が拡大したことから，国民のあいだでは大きな不満が生じていった。
一方で，2010年代に入ると，1人当たりGDPはすでに4万米ドルを大きく越え，
一定以上の繁栄を成しとげたはずであったにもかかわらず，「永久運動」のよう
に経済成長を追い求め，再分配を抑制し続ける社会のあり方や政府の姿勢に対し
第1章　「リー・クアンユー・モデル」の限界
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て，国民のあいだでは疑問が拡がっていった。
こうした不満や疑問の増殖・拡散は，同時期のインターネット・メディアや
SNSの急速な発達によって，情報発信が上から下への一方的なものではなくなり，
世論を容易に誘導・制御できる時代ではなくなってきたことにも一因がある。と
くに，多元的な情報ソースにアクセスし，自由な意見発信を開始した若い世代は，
それまでの世代とは思考や行動が明らかに異なっていた。
それでも政府は，政策を適宜微修正するにとどめ，根本的な国家モデルの見直
しには手をつけることができなかった。しかし，2010年代初頭，もはや「リー・
クアンユー・モデル」の矛盾は，限界点を迎えつつあった。そして，それは皮肉
なことに，リー・クアンユー自身が形式的・表面的には墨守してきた「議会制民
主主義」のシステムによって，修正を迫られることになる。それが2011年総選
挙という，転換点の到来であった。
